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 特集 Point of care ultrasound を循環器診療に活かす

企画にあたって
瀬尾由広 

（名古屋市立大学大学院医学研究科循環器内科学 主任教授）

近年，携帯型超音波診断装置やポケット心エコー装置の登場によって心エコー図検査を行う場所
が広がっている。それに伴って救急医や麻酔科医，プライマリケア医など，超音波診断を専門とし
ない医師が超音波検査を利用するようになった。このような検査環境の変化の下，救急外来，一般
外来，集中治療室，および一般病棟などさまざまな治療の現場（point- of- care）で即時的に行う
超音波を，point of care ultrasound（POCUS）とよぶようになった。

POCUS の領域としては，①上気道，②胸部（肺），③心臓，④腹部，⑤深部静脈，⑥ガイド
下手技と，その適応は幅広い。そのなかで心臓にフォーカスした POCUS は，focused（または
focus）cardiac ultrasound（FoCUS）や cardiac POCUS とよばれている。日本では FoCUS という
呼称が用いられることが多い。FoCUS は必ずしも最終的な診断の確立を目的とせず，心血管系や
呼吸器系の危機的状態の基礎となる病態生理の解明を簡略化し，定量ではなく定性的判断に重点を
置いている。このため一見簡単に思われるが，非専門医が定性判断を行えるだけの病態に関する
知識の習得や実践方法について基礎的な訓練が必要である。

また，高齢社会においてクリニックや在宅医療での POCUS の活用が期待されている。このよう
な状況でPOCUSを使いこなす教育をメディカルスタッフに行うことも重要になってくる。一方で，
このような非専門家が簡便かつ正確な評価を行いうる AI などの医療技術の進歩も待たれるところ
である。

このように急速に広まる POCUS は，非専門医だけでなく，教育を担う専門家も知っておくべき
診断支援法である。今回，それに応えるべく基礎から多角的な使用法を取り上げており，POCUS，
特に FoCUS の理解に役立つことを期待したい。
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